






















要約

　産み終え世代における家族計画への意識、その実態、リプロダクティブ・ヘルスの現状

を明らかにするため、この時期の有経女性を対象にアンケートによる調査を行い、結果を

分析した。有効回答数は 197 枚で、81.4%であった。年齢は 38～53 歳(平均 45.3 歳)で、

夫との年齢差は約 3 歳、子供の数は 1～4 人で平均 2.06 人、産み終えて約 15 年の年月が

経っていると考えられる背景を持っていた。人工中絶経験者は 51 名で、回答者の 25.9%

を占めた。既往歴、現病歴等から、血栓症や高血圧などピル服用の禁忌ないしハイリスク

と考えられるものは44 例、22.3%をしめた。避妊法について、過去に行っていた方法、将

来行いたい方法、確実と思う方法、さけたいと思う方法の 4つの設問を行ったとごろ、80%

以上の回答者は過去にコンドームを第1選択で使用しており、今後もコンドームと考えて

いるものが 2/3 以上であった。一方、ピル、子宮内リングや不妊手術などの近代的避妊法

は過去においても今後においても低値を示し、周期的禁欲法や膣外射精などが比較的高値

を示した。最も確実と認識する避妊法もコンドームが 1/3 以上を占め、日本におけるコン

ドーム信奉の深さがよく理解できた。最も確実な方法としてのピルの選択は 20%以上と上

昇したものの、不妊手術は 6%未満と低値を示した。最もさけたい避妊法としての第 1 選

択は、ピル、子宮内リングと不妊手術が上位 3 つを占め、3 つの合計はこの設問に回答し

たものの 85%以上を占めた。ピルについて、低用量ピル認可に対する最近の話題を知って

いたものは全体の 2/3 で、低用量ピルを使用してみたいと考えているものは約 10%、50%

以上が使用を希望せず、約 30%がよくわからないと回答した。また、ピルの印象として、

全体で約 2/3 が副作用がこわい、1/3 が漠然と不安を感じると考えており、不確実な避妊

法と思うと答えたものも 5%にみられた。一方、女性が主体的、および確実な避妊法と答

えたものは全体の約1/6、および 1/8で、避妊以外にメリットがあると答えたものは約 2%

のみであった。今後認可される低用量ピルについては、確実な情報の提供と啓蒙が必要で

あると思われる。


